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2015年7月9日（木）関西全体の航空需要拡大について考えるフォーラム 



神戸空港を活用すべき３つの理由 
• 神戸空港の活用とは、資源の有効利用で
あり、規制緩和を突破口とした一連の地域
活性化である 

• １）地方創生を進める上で、神戸空港の活用
は欠かせない 

• ２）関空・伊丹・神戸空港の３空港一体運用によ

る神戸空港の活用が、利用者のためになる 

• ３）神戸のポテンシャルを生かすには、神
戸空港の活用が欠かせない 
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地方創生から 
神戸空港の活用を考える（２） 
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関経連ウェブサイト（http://www.kankeiren.or.jp/project/cat92/）より引用 

http://www.kankeiren.or.jp/project/cat92/


関西３空港の乗降客数の推移 
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関空・伊丹 統合効果② 
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関空＋伊丹・神戸 統合効果③ 
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神戸空港の管理収支 
（空港整備事業特別会計） 
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備考）神戸市資料より引用 



神戸空港の歳出の推移 
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神戸空港の歳入の推移 
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神戸空港に必要な規制緩和 

• 第１弾）１日往復30便の制限の緩和 

 

• 第２弾）運用時間（現在は7:00～
22:00）の延長（たとえば6:00～23:00） 

 

• 第３弾）近距離国際便の実現 
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神戸空港周辺地域の高いポテンシャル 
①三宮駅周辺・・・交流・ビジネス
の場、近隣周辺地域からの人の流れ 
②新神戸駅・・・国内（ビジネス・
観光）旅客の人の流れ 
③神戸港・・・クルーズ船からの旅
客、物流の拠点、国際コンテナ戦略
港湾としての発展 
④神戸空港・・・国内外（ビジネス
・観光）旅客（発着枠の拡大、運用
時間の延長、国際便も視野に） 
⑤大学・・・人材育成・人材供給、
定住、研究、スーパーコンピュータ 
⑥医療産業都市・・・国内外の研究
者の仕事場、交流の場、メディカル
ツーリズム 
⑦ポートピア・・・交流イベントの
実施、企業立地 
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